
が
、
彼
は
明
ら
か
に
ア
イ
デ
ア
マ
ソ
と
オ
プ
ジ
ェ
作
家
の
先
駆
者
の
一
人
に

数
え
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
『
デ
ザ
イ
ン
』
第
三
十
七
号
。
昭
和
一二
十
七
年
十
月
。
数
字
は
戦
数
字
に
統

一

し
た
。
）

⑫

実
在
工
芸
美
術
会
の
創
立
と
生
徒
グ
ル
ー
プ
の
展
覧
会

昭
和
十
年
十
月
、
実
在
工
芸
美
術
会
が
旧
元
型
同
人
を
中
心
に
結
成
さ
れ

た
。
設
立
に
際
し
て
の
声
明
で
は
、

「用
即
美
と
し
て
一
の
絶
対
で
あ
る
時
に

の
み
そ
こ
に
工
芸
的
貞
が
あ
る
」
と
う
た
い
、
帝
展
に
み
ら
れ
た
鑑
買
的
工

芸
、
装
飾
の
過
剰
を
批
判
し
、
平
凡
な
姿
で
あ
る
が
工
芸
的
に
建
康
な
る
も
の

を
目
指
し
た
。
創
立
時
の
同
人
は
鋳
金
の
高
村
盟
周
、

西
村
敏
彦
、

血
早
田
勝

秋
、
内
藤
春
治
、
丸
山
不
忘
、
陶
磁
の
河
村
喜
太
郎
、
新
井
謹
也
、
漆
工
の
吉

田
源
十
郎
、
山
崎
覚
太
郎
、
染
織
の
広
川
松
五
郎
、
木
村
和

一
の
十
一
名
で
あ

っ
た
。
翌
十
一
年
一
月
、
機
関
紙
『
実
在
工
芸
』
第
一
号
を
発
行
、

同
年
五

月
、
東
京
府
美
術
館
で
第
一
回
公
募
展
を
開
催
し
、
以
後
毎
年
、
第
四
回
ま
で

開
催
し
た
。
同
十
五
年
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
美
術
展
が
開
催
さ
れ
た
，
た

め
、
実
在
工
芸
展
は
中
止
と
な
り
、
そ
の
後
戦
時
体
制
に
入
り
、
物
質
の
欠
乏

な
ど
で
運
営
が
行
き
づ
ま
り
、
そ
の
実
体
を
失
う
。

実
在
工
芸
美
術
会
の
創
立
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
昭
和
十
二
年
に
は
、
本
校

卒
業
の
新
進
作
家
あ
る
い
は
在
校
生
た
ち
に
よ
っ
て
、
工
芸
土
ll
年
派
、
型
会
、

経
緯
工
芸
美
術
会
等
が
組
織
さ
れ
た
。

在
校
生
蓮
田
脩
吾
郎
（
鋳
金
）
、
義
江
（
板
坂
）
辰
治
（
彫
金
）
、
高
橋
由
昌

（
彫
金
）
、

野
崎
南
海
雄
（
鍛
金
）
は
昭
和
十

一
年
十
二
月
に
新
人
社
を
組
織

し
銀
座
紀
伊
国
屋
で
展
屁
会
を
開
催
し
、
翌
年
に
工
芸
青
年
派
を
結
成
し
て
、

同
十
二
年
、
銀
座
紀
伊
国
屋
で
展
屁
会
を
開
き
、
翌
十
三
年
卒
業
の
後
、
春
秋

に
第
三
回
ま
で
展
虹
会
を
紀
伊
国
歴
で
開
い
た
。
｛凶
村
盟
周
が
案
内
状
に
推
薦

文
を
贈
っ
て
い
る
。

型
会
は
昭
和
十
三
年
四
月
、

卒
業
と
同
時
に
高
橋
節
郎
（
漆
エ
）
、

金
子
徳

次
郎
（
彫
金
）
、
黒
瀬
英
雄
（
鋳
金
）
、
小
杉
二
郎
（
図
案
）
の
四
名
で
結
成
、

銀
座
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
第
一
回
展
を
開
催
し
、
引
ぎ
続
ぎ
十
二
年
、
十
三

年
と
展
覧
会
を
開
い
た
。
高
村
豊
周
と
広
川
松
五
郎
が
案
内
状
に
推
薦
文
を
贈

っ
て
い
る
。

経
緯
工
芸
美
術
会
は
、

昭
和
十
三
年
、

在
学
中
の
染
川
鐵
之
助
（
鋳
金
）
、

田
澤
清
美

（
鍛
金
）
、
田
中
芳
郎
（
彫
金）
、
吉
田
丈
夫
（
漆
エ
）
、
辻
光
典
（
漆

工
）
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
四
月
、
第
一
回
展
を
銀
座
紀
伊
国
屋
で
開
い
た
。

邸
村
幽
早
周
と
山
崎
覚
太
郎
が
推
鷹
文
を
贈

っ
て
い
る
。

そ
の
後
同
会
は
毎
年
、

春
秋
に
資
生
堂
で
展
覧
会
を
開
き
、
同
十
五
年
、
第
五
回
展
を
最
後
に
出
征
の

た
め
解
散
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。

新
進
作
家
の
徴
兵
の
た
め
、
以
上

――一
団
体
の
活
動
は
中
断
し
た
。
嶋
本
久
寿

弥
太
は
『
鋳
金
近
代
史
稿
』
（
鋳
金
家
協
会
、
昭
和
一二
十
二
年
）
で
、
こ
れ
ら
に
参

加
し
た
作
家
た
ち
は
、
の
ち
に
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

・
デ
ザ
イ
ソ
、
ク
ラ
フ

ト
・
デ
ザ
イ
ン
等
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
動
向
を
み
せ
、
ま
た
、
工
芸
の
素
材
を

使
っ
た
造
形
運
動
の
は
し
り
を
み
せ
た
、
と
評
し
た
。

田
中
芳
郎
氏
（
昭
和
十
四
年
工
芸
科
彫
金
部
卒
業
）
は
編
者
の
質
問
に
対
し

て
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
教
育
は
全
世
界
に
影
聾
を
与
え
た
が
、
そ
う
い
う
流
れ
の
中

に
大
き
く
言
え
ば
元
型
の
人
た
ち
も
エ
人
社
も
い
た
。
不
思
議
な
の
は
、
ド

イ

ツ
が
第
一
次
世
界
大
戦
で
負
け
た
翌
年
に
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
開
校
し
、
ア
メ
リ
カ
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は
世
界
大
恐
慌
の
あ
と
に
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
の
名
著
が
で
て
、
日
本
は
敗
戦
後

に
新
し
い
教
育
が
起
き
て
き
た
こ
と
だ
。
昭
和
五
年
か
ら
十
年
く
ら
い
は
、
日

本
の
工
芸
は
ア
ー
ル

・
デ
コ
調
の
も
の
が
主
に
な
っ
て
い
た
が
、
み
な
新
し
い

時
代
の
も
の
を
、
方
法
論
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
気
分
と
し
て
は
感
じ
て

い
た
。
日
本
は
膨
脹
政
策
時
代
で
戦
争
を
や
ろ
う
と
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
、

こ
の
世
に
生
き
て
い
る
う
ち
に
や
り
た
い
こ
と
は
や
ろ
う
と
言
っ
て
、
勉
強
は

よ
く
し
た
。
学
生
四
、
五
人
で
作
っ
た
勉
強
会
の
グ
ル
ー
プ
活
動
が
盛
ん
だ
っ

た
。
科
の
違
い
は
問
題
で
は
な
く
、
ご
く
自
然
に
集
ま
っ
て
で
き
た
グ
ル
ー
プ

だ
っ
た
。
実
在
工
芸
に
は
吉
田
源
十
郎
と
か
広
川
松
五
郎
と
か
、

一
党
一
派
の

よ
う
な
人
が
い
た
。
し
か
も
公
募
だ
っ
た
。
そ
う
な
れ
ば
、
む
し
ろ
総
合
し
て

大
き
な
大
木
に
な
る
。
エ
人
社
は
彫
金
だ
け
だ
っ
た
か
ら
、
こ
じ
ん
ま
り
と
見

え
た
が
、
実
際
に
は
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
が
公
募
に
よ
っ
て
参
加
し
て
い

こ
。
t
 グル
ー
プ
展
に
つ
い
て
言
え
ば
、
最
初
は
一
級
上
の
蓮
田
脩
吾
郎
さ
ん
た
ち

の
「
工
芸
青
年
派
」
、
こ
れ
は
金
沢
勢
で
、

ひ
と
頃
工
芸
科
の
中
は
金
沢
弁
だ

っ
た
。
次
が
、
金
子
徳
次
郎
さ
ん
ら
の
「
型
会
」
、
そ
れ
に
私
の
ク
ラ
ス
の
「
経

緯
工
芸
」
。
実
在
工
芸
の
公
募
に
は
こ
の
両
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
よ
く
入
選
し
た
。

一
浪
し
て
い
る
と
、

一
級
上
で
も
年
は
同
じ
だ
っ
た
。
上
野
の
山
猿
が
よ
く
銀

座
で
通
り
を
挟
ん
で
同
じ
様
な
時
期
に
両
ク
ラ
ス
が
競
合
し
て
展
覧
会
を
開
催

し
た
と
思
う
。
し
か
し
あ
の
戦
争
前
夜
の
工
芸
科
学
生
の
姿
は
、
燃
え
尽
き
る

前
の
炎
が
ば
っ
と
明
る
く
な
る
よ
う
に
、
戦
争
に
突
入
す
る
時
代
を
直
感
し
た

若
者
た
ち
の
、
短
い
数
年
問
の
悲
愉
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
ど
う
せ
死
ぬ
の
な

ら
今
の
う
ち
に
作
品
を
、
と
い
う
気
持
は
、
み
な
に
共
通
し
た
想
い
だ
っ
た
。

生
徒
と
い
う
の
は
教
育
の
結
果
な
の
だ
か
ら
、
実
在
工
芸
に
影
響
を
受
け
た
と

い
う
よ
り
も
、
高
村
先
生
が
何
か
、
将
来
若
者
が
こ
う
な
っ
て
行
く
種
を
蒔
い

て
い
た
と
で
も
言
う
べ
き
か
。
教
育
と
は
そ
れ
し
か
な
い
。

ま
た
、
吉
田
丈
夫
氏
（
昭
和
十
四
年
工
芸
科
漆
工
部
卒
業
）
は
編
者
の
質
問

に
対
し
て
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

田
中
芳
郎
君
と
私
は
形
で
表
現
し
た
い
と
い
う
気
持
が
一
番
強
か
っ
た
。
テ

ク
ニ
ッ
ク
的
な
も
の
に
対
し
て
反
発
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
や
ろ
う
と
し
た

の
だ
。
工
芸
科
で
は
予
科
の
授
業
で
用
即
美
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
、
徹
底
し

て
用
の
目
的
に
か
な
っ
た
も
の
が
む
し
ろ
洗
錬
さ
れ
て
美
し
い
と
教
え
ら
れ

た
。
機
能
性
の
追
求
が
我
々
の
在
学
中
は
強
か
っ
た
。土
11
年
工
芸
派
と
型
会
と

経
緯
工
芸
が
競
争
す
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
展
を
や
っ
た
こ
と
は
、
工
芸
関
係
の

団
体
に
対
し
て
大
き
い
刺
激
を
与
え
た
と
思
う
。
新
し
い
工
芸
運
動
、
作
品
運

動
が
そ
こ
に
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
鋳
金
と
か
鍛
金
と
か
漆
器
と
か
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
惑
覚
的
な
表
現
で
、
感
覚
的
な
も
の
を
い
か
に

形
で
表
し
て
訴
え
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
自
由
だ

っ
た
。
六
角
紫
水
先
生
、
清
水
亀
蔵
先
生
の
よ
う
な
技
術
の
秀
で
た
名
人
芸
の

よ
う
な
人
か
ら
す
れ
ば
こ
れ
は
異
端
に
な
る
。
彼
ら
の
目
か
ら
す
れ
ば
何
を
作

っ
て
い
る
の
か
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
、
そ
れ
で
時
代
の
最
先
端

を
行
き
た
い
と
い
う
夢
が
あ
っ
た
と
思
う
。

そ
れ
ま
で
は
、

美
術
学
校
は
職
人
を
育
て
る
学
校
だ
っ
た
。
私
は
高
村
先
生

に
「
ど
う
し
て
創
作
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ソ
教
育
と
い
う
の
を
や
ら
な
い
ん
で
す

か
」
と
聞
い
た
ら
、
「
学
校
の
校
則
を
読
ん
だ
か
」
と
言
わ
れ
た
。
校
則
か
ら

言
え
ば
技
術
を
教
え
る
の
で
あ
っ
て
、
作
家
に
な
る
か
否
か
は
本
人
の
意
志
だ

と
。
実
習
は
甚
本
を
き
っ
ち
り
と
、
甚
礎
教
育
を
や
っ
た
。
高
村
先
生
や
山
崎
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先
生
は
、
教
育
改
革
に
熱
心
で
、
創
造
性
を
育
成
す
る
よ
う
な
方
向
で
の
技
術

教
育
だ
っ
た
。
そ
れ
で
私
た
ち
の
一
級
上
か
ら
、
教
育
方
針
が
デ
ザ
イ
ン
に
カ

を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
年
生
か
ら
上
は
本
当
に
技
術
だ
け
だ
っ
た
か

ら
、
だ
い
ぶ
違
う
。
私
た
ち
の
一
年
上
の
佐
治
、
蓮
田
ら
の
ク
ラ
ス
は
特
色
の

あ
る
人
物
が
多
か
っ
た
。

我
々
の
時
分
は
遊
ん
で
い
る
の
か
仕
事
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

時
代
だ
っ
た
。
大
体
高
村
先
生
が
遊
び
人
だ
か
ら
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
学
生
た
ち

を
連
れ
て
歩
い
て
は
遊
ん
だ
。
あ
の
遊
び
が
大
事
だ
。
遊
び
が
あ
っ
た
か
ら
我

々
も
ま
あ
ま
あ
創
作
性
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
番
気
儘
に
や
っ
た
時
期

だ
と
思
う
。
映
画
を
見
た
。
本
も
読
ん
だ
。
演
奏
会
に
行
っ
た
。
レ
コ
ー
ド
も

聞
い
た
。
白
樺
運
動
に
憧
れ
て
、
満
州
で
新
し
い
村
み
た
い
な
も
の
を
作
り
た

い
、
そ
ん
な
話
を
し
て
い
た
。
友
人
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
同
期
の
彫
刻
の

佐
藤
忠
良
、
舟
越
保
武
か
ら
「
新
制
作
」
の
影
響
も
受
け
た
。
美
術
学
校
の
中

で
い
ま
ま
で
の
表
現
に
対
し
て
そ
れ
を
破
ろ
う
と
い
う
か
越
え
よ
う
と
す
る
動

き
が
新
制
作
に
な
っ
た
。
作
品
を
通
じ
て
訴
え
る
力
が
な
か
っ
た
ら
駄
目
な
の

だ
。
こ
れ
で
飯
を
食
っ
て
い
こ
う
と
い
う
よ
り
も
、
ど
う
表
現
し
た
ら
い
い
の

か
と
い
う
、
何
を
作
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
悩
み
の
方
が
大
き
か
っ
た
。

他
に
、
工
芸
科
在
校
、
卒
業
生
関
係
の
展
覧
会
を
列
記
す
る
と
、
大
正
十
四

年
、
鋳
造
科
を
卒
業
し
た
内
藤
春
治
等
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
方
壺
会
が
発
展

し
て
昭
和
三
年
11
口
凹
会
と
改
称
、

美
校
卒
業
生
、
在
校
生
の
集
団
と
し
て
主
に

構
成
派
風
の
作
品
を
七
回
に
わ
た
り
展
観
し
て
注
目
を
集
め
、
同
八
年
に
解
散

し
た
。
昭
和
四
年
、
漆
工
科
を
卒
業
し
た
磯
矢
腸
ら
が
宿
光
社
を
結
成
、
日
本

橋
丸
普
で
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
宿
光
社
は
後
に
11
／
凹
に
合
流
し
、
元
型
の
姉

「

G
ro
u
p

妹
集
団
と
し
て
新
し
い
工
芸
美
術
運
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

『
東
京

美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
に
凸
凹
会
、
宿
光
社
の
展
虹
会
評
が
散
見
す
る
。
同

年
に
は
、
工
芸
部
有
志
三
十
四
人
に
よ
る

3
、
3
、
3
工
芸
会
が
上
野
松
阪
屋

で
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
同
五
年
工
芸
科
入
学
者
の
ク
ラ
ス
会
で
あ
る
斑
丘
社

第
一
回
展
が
同
十
一
年
十
一
月
、
上
野
か
ん
べ
や
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。
同
十

四
年
に
は
、
図
案
科
を
卒
業
し
た
須
藤
雅
路
、
小
池
岩
太
郎
、
加
藤
清
澄
、
柏

崎
栄
助
ら
が
生
産
慈
匠
連
盟
を
設
立
し
て
、
日
用
器
具
類
の
新
デ
ザ
イ
ン
を
目

指
し
た
。
ま
た
、
同
十
三
年
卒
業
生
は
在
学
中
の
同
十
年
十
月
、
図
案
科
、
漆

工
科
の
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
第
一
回
銀
跡
会
展
覧
会
を
銀
座
伊
東
屋
で
開
催

し
た
。
和
田
三
造
が
案
内
状
に
推
薦
文
を
贈
っ
て
い
る
。
こ
の
代
の
同
期
会
は

1
3

」
と
し
て
現
在
（
平
成
八
年
）
も
毎
年
、
銀
座
で
展
覧
会
を
開

催
し
て
い
る
。
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